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 まだまだ暑い日が続いていますが、8 月も下旬になれば、夜にはコオロギやスズムシ、マツムシ

など、秋の虫の声も聴こえるようになります。この秋の虫たちの声、気温によって鳴き声が変わる

事をご存知ですか？ 

虫は変温動物なので、気温によって体温が変化します。体温が変わると、それに伴い鳴き声も変

わるのです。例えば、コオロギは左右の羽をこすりあわせて音を出しますが、暑くなると羽の動き

が活発になり、音が高くなります、逆に気温が低くなると羽の動きが鈍くなり、音が低くなるので

す。気温がどんどん低くなり、15 度を下回るとほとんど鳴かなくなってしまいます。 

ですから秋が深まると夜は鳴かなくなり昼間だけ鳴くようになるのですね。なんと、コオロギが

鳴く回数で気温がわかるそう！→（コオロギが１５秒間で鳴く回数＋８）×５÷９＝気温 

みなさんも耳を澄ませて夏～秋への移り変わりを楽しんでみてくださいね。 

楽しい夏休みですが、歯科検診を受ける事をお忘れなく！お口の中も心機一転、9 月をむかえま

しょうね。 

 

 

 

 

 

 

 

たんぽぽ歯科 

住  所 海老名市河原口３-２０-１２ 西山ビル 

電  話 ０４６－２３５－２２３３ 

診療科目 一般歯科、小児歯科、 

歯列矯正、審美歯科、 

インプラント、予防検診、 

３Mix 法、フッ素塗布 

 

たんぽぽ歯科からお知らせ 

 

定期検診を受けましょう 

 



 

★歯ブラシって意外と重要！ 

暑い季節に大切なのが水分補給です。冷たいジュースやスポーツドリンクなどの甘い飲み物を

飲みすぎてはいませんか？これらの飲み物はダイエットの大敵であるだけでなく、あなたの大

切な歯が溶けて、むし歯になってしまうかもしれないのです。 

★酸蝕歯（さんしょくし）とは？ 

皆さん、「pH（ペーハー）」という言葉を聞いたことはありますか？中学の理科の実験で、リ

トマス試験紙を使い、色が変わったのを覚えていますよね。これは水性イオン指数（potential 

Hydrogen）の略で、酸性・アルカリ性の程度を表す言葉です。歯の表面を覆うエナメル質は

酸に弱く、お口の中が「pH5.4」より低い値（酸性環境）になると溶けはじめます。エナメル

質が溶けると、むし歯や知覚過敏の原因になるほか、着色して歯にまだら模様ができたりしま

す。こうなった歯を『酸蝕歯（さんしょくし）』と呼び、審美治療が必要になりす。 

 

左の表は、普段よく口にする飲み物の 

pH の数値です。 

ちょうどミネラルウォーターの pH7

が中性です。 

オレンジ―ジュースやスポーツドリ

ンク、コーラなどは、特に pH が低い

ことが分かります。 

 

 

 

 

 

★唾液の自浄作用 

PH 値の低い飲み物を飲んでも、すぐにはむし歯にはなりません。それは、唾液の自浄作用が

働いているからです。唾液には、歯の汚れを洗い流す働きと、酸を中和する働き、そして溶け

た歯の再石灰化を促進する働きがあり、お口の環境を守っています。しかし、飲みすぎや長い

時間をかけてちびちび甘い飲み物を飲むのは禁物。お口の中が酸性環境に長くさらされ、唾液

による再石灰化の時間が短くなって、むし歯になるリスクが高くなるからです。 

水分補給はなるべく水かお茶で。ジュースやスポーツドリンクを飲むときは短時間で飲み切っ

て、飲み終わったらすぐに水で口をゆすぎましょう。また、気づかない間にむし歯になってい

るかもしれません。3 か月に一度は歯科検診を受けて、お口を健康に保ちましょう。 

 

スポーツドリンクで隠れむし歯の危険！？ 

・水道水       ｐＨ値７．５ 

・ミネラルウォーター ｐＨ値７．０ 

・牛乳 ｐＨ値６．８ 

・緑茶 ｐＨ値６．３ 

・缶コーヒー ｐＨ値６．２ 

・紅茶 ｐＨ値５．５ 

 ――――――――――――――― 

・オレンジジュース ｐＨ値４．１ 

・りんごジュース ｐＨ３．６ 

・スポーツドリンク ｐＨ値３．５ 

・コーラ ｐＨ値２．２ 


